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                1。 緒    言

 現 今廣大 ナル面積 ヲ占 ムルあか まつ輩純 林ハ朝鮮林野 ノ特異性 トシテ注 目 スベキモ ノガアル。殊

ニ我 ガ南鮮地方 二於 テハ 、 ソ ノ分 布PU域 頗 ル廣 ク、帥 チ慶爾南道 ノ例 ヲ取 レバ、民(ロ)有林 立木地面積

541:980町 歩 ノ内針 葉樹 林ハ422.869町 歩 トナツテ林野 面積 ノ約77%ハ 針 葉樹 林 ヲ以 テ占 メラ レテヰ

ル。然 ルニコ レラ針葉樹 林ハ 小面 積 ノくろ まつ林 ヲ除 ケバ、殆 ン、ド全部 ガあか まつ軍純 林 デア ル。

斯 ノ如 ク廣大 ナルあか まつ軍純 林 ノ焚 生セル原 困ハ_{ 及 ビ氣 候歌態 ト、噌般民衆 ノあか まつ偏重

ノ習性 及 ビ永 キ濫伐暴探 ニアル コ トハ 、既 二識 者 ニョツテ指摘 セ ラ レタ庭 デア ル。

 コ レラ ノあか まつ林 ハ始政以來 、臨 二30年 ノ間伐 探 ノ取締 、温突 ノ改 良、植樹奨働 、砂防事業 ノ

促進等鋭 意劃策施設 ノ妓 アツテ、漸次 林相改 良 ノ途 二在 ル ト錐 モ、未 ダ永年 ノ弊習 タル落葉 ノ齪 採

地被 ノ掻 取 カラ脱 シ得 ズ 、地 力同復 、樹種改 良 ノ鮎 二至 ツデハ 、今後 ノ問題 トシテ淺 サ レ、今猶無

地被 あか まつ林 ノ儘放置 セ ラ レテ居 ル個所 ガ多 イ ノデアル。

 今 日南鮮地 方 二分布 スルあか まつ林 ヲ、無 地被 あか まつ林 ト既 二相當 ナル地被物 ヲ有 スルあか ま

っ林 ノ、爾者 二大 別 シテ考察 スルナ ラバ、前者 二就 テハ徹底 的ナル林地 ノ保 護封策 ヲ取 リ、落葉 ノ

探集地被 ノ掻 取 ヲ嚴 二戒 メ、潤葉樹 ノ保護 、増植 ヲ計 ルペキデア ツテ、後者 二屡 スル地被物 ヲ有 ス

ルあか まつ林 二就 テハ、 前者 ト同様 周到 ナル保護撫 育 ヲ必要 トスルハ勿論 デア ルガ、 ソノ地力 及 ビ

將來 ノ目的 二從 ツテ適 當 ナル施業 方針 ヲ確 立 スベキ林分 モ亦 少 クナ イ ノデアノLO.

 慶P南 道 威陽郡 、山清郡 、n 北 道 南 原郡 ノ三郡 二跨 ル當演習林 ニア ツテハ 、施業 開始以來 、既

二二 十数年 ヲ経 テ、林相 改良 二就 テモ相當見 ルベキモ ノガ アル。帥チ人工造林 ニ ョツテ草生地 ハ線

化 シ、天然林 撫育作業 二依 テ、あか まっ ノ欝閉林造 成 二成功 シテヰ ル。 コ レ等 あか まつ林 ニア ツテ

ハ、施業 開始 ノ當初5、6年 生 ノ疎 生 セル荒 磯林 ガニ 十数年間比較 的周到ナ ル保護撫育 ヲ受 ケテ、現

在30年 生 前後 ノ欝 閉 セルあか まつ軍純林 ヲ形成 スル ニ至 ツタモ ノガアル。モ トヨ リ此 等r モ ー般

ノ弊 習 タル地 元民 ノ落葉 ノ探集 、地被 ノ掻 取 ヲ全然 マヌ ガ レタルモ ノニハア ラズ、僅 カニ附近 ノ荒

慶セ ル民有林 ヨ リハ比較的 周到 ナル保護條 件下 二置 カレタル ニ過 ギナfノ ヂアル。兎 二角本例 ヲ以

    本篇ハ昭和13年10月 二調査 ヲ了シ、14年2月 二稿 ヲ終ヘタ全羅北遣南原郡ICI内面實相寺有林 ヲ封象

    トセル所論デアル。本森林ハ昭和14年4月 山火ノタメ・殆 ンド大牛ヲ焼尖 シタモノデ逡憾二堪ヘナ

    イガ,シ カシ本記録ノ・今日施行セラレツツアル朝鮮南部 二於ケルて うせんまつ低山帯植栽 二今ナホ

    何等 カノ示唆 ヲ與ヘルモノ ト信ジテヰル。

  1) 慶尚南道林業統計、昭和11年
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テ見 ル如 ク、二 十数年 聞 ノ保護 ニヨツテ、欝閉 セルあか まつ肚齢林 ノ造 成 二成功 スル コ トハ明 デア

ル ガ、 ソノ林分 ヲ構 成 セル樹幹 二就 テハ南鮮 一帯 二見 ル如 キ劣悪 ナル屈 曲材 ガ大部分 ヲ占 メテ、用

材 トシテ ノ憤値 ヲ認 ムルモ ノ僅 少ナル歌 態 ニアル。伍 テ斯 ノ如 キ消極的 ナ ル保護撫育 ヲ以 テハ 、現

在 ノ劣悪 ナル あか まつ 幼齢 林 ヨリ直 チ ニ用材 林 ノ成立 ヲ期 待 スルコ トハ至難 トスル虞 デ、蕪 二積極

的 ナ ル樹種改 良 ノ問題 ガ起 ル所 以 デアル。

 南 鮮地方民有林 ノ入工造林 二於 テ、今 口探 用サ レツ ・アル樹 種ハ あか まつ 、か らまつ、 くぬ ぎ、

あべ まき、は んの き、 く り、ぽ ぷ ら等 ガ主要 ナル モ ノデアル。殊 二か らまっ ノ植栽 ハ古 クヨ リ奨働

セ ラ レ、既 二林 民(ゴコ)ニョツテ詳細 ナ ル調査結果 ガ報告 セ ラレテヰ ル。か らまつハ植栽後肚齢林 二蓮 ス

ル迄 ハ 、生長頗 ル旺 盛 ナル結果 ガ ア ラバ レテヰ ルモ、一般 二造 林適 地 ヲ選 ブコ ト甚 シク、當地方 ノ

如 キ地 力荒磯 セル林 地 二就 テハ、造林可能地 ノ局限 セ ラレル コ ト、又止 ムヲ得 ナ イ塵 デアル。次 二

當地 方造林樹種 トシテ探 用サ レル ラ ノニて うせん まつ 、て うせ ん もみ ガ存 スル。爾樹種共 二全 鮮 二

分布 地域 ヲ持 チ、育苗植林共 二容 易ナ ル上 へ 材 ノ用途 モ頗 ル廣 久 有望 ナル前7ヲ モツ コ トハ既

鏑 木博誰 。ツテ指摘 セラレタ,嘘 デア,レ。

 て うせ ん まつハ種子 ノ土 中埋藏 法 ノ獲見 サ レルヤ育苗頗 ル容易 トナ リ、亦植栽 後 ノ生長 二就 テモ

翫 二良好ナ ル結果 ガ現 レテヰ ル。當演 習林 ニア ツテハ 、此 レヲ早 クヨ'1 要 造 林樹種 トシテ探用 シこ

か らまつ ト共 二適地 ヲ配在選 揮 シテ植栽 二着 手 シテヰ ル。殊 二上記 ノ地 力同復 ノ途上 ニア ルあか ま

つ林相改良 ノー手段 トシテて うせ ん まつ ノ混植 ヲ試 ミ、Cpチ 屈 曲 セルあか まつ不良材 ヲ除伐 シ、地

元民 ノ薪材 二充當 シテ、跡 地 二て うせ ん まつ 、て うせ ん もみ ヲ混植 シ、將來 あか まつ トノ混清林 二

誘導 シテ用材 林造 成 ノ日的 ヲ達 セ ン トシテヰ ル。

 て うせん まつ ノ天然分布 ハ智異 山附近 ヲ以 テ南限 トシ、共 ノ北 面 ヲ有 スル當演 習林管 内 ニア ツテ

ハ往 時 二於ケ ル齪伐 ノ厄 ヲ蒙 ツタ爲 力、現 在ハ 中腹以上 二於 テて うせん みつ な ら、 しらか んば 、を

の をれ かんば 、 さうしかんば 、えぞ まつ、 さv・しゆ う もみ等 ノ間 二散 生 スル ニ過 ギナ イ。然 ル ニ本

篇 二述 ベ ン トスル、南原郡 山内面實相 寺有 林團地ハ海抜500mノ 低 地 二存 シあか まつ ト混溝林 ヲ形

成 シテヰ ル。之 レハ古 ク ヨ リ寺刹林=rス ル ヲ以 テー般 私有林 トハ異ナ リ、比較的嚴重 ナル保護 ノモ

トニ置 カレタ トハ イへ、未 ダ合理的 ナル取 扱 ヒヲ受 ケ タル コ トナ ク、殊 二年 々探集 スル種 予ハ相當

ナ ル量 二上 リ、當寺 ノ重要 ナル副牧入 トナ ツテヰ ル。故 二種 子探 集期 二於 ケル無暴 ナル取扱 ヒ ニヨ・

  1)林 泰治・昭和12年 、朝鮮 二於ケル内地からまつ植栽林 ノ生長及ピ牧穫ノ研究、朝鮮総督林業試験場

    報告 、第24號 。

  2) 鏑 木徳三・朝鮮ノ造林、山林、第668號 ・昭和13年 、48頁 。



                                        35

ツテ樹幹 ヲ著 シク損傷 シ、用材 トシテ不適當ナルモノヲ混入セルタメ、斯 ノ如キ森林構成歌態ヲ以

テハ吾人ノ期待 セル如キて うせん まつ、あかまつ混滑林 ノ理想形 トナシ得ザルハ勿論 デアル。然 シ

此 レガ林分ヲ調査研究スルコ トニ依テ、將來造威スベキ爾樹種混活林ヘノ指針 ヲ得、且合理的ナル

施業方針 ノモ トニ、改良ヲ施 スベキ諸黒ヲ磯見 スルタンニハ、好適 ノ資料 ト云 ヒ得ルデァラウ。帥

チ前述 ノ如クあか まつ林改良 ノー手段 トシテてうせんまつ、あか まつ混清林逡域 ノタメニハ、斯 ノ

如キ天然二成林セラレタル實例ヲ以テ参考 トスル虚ガ多 イ。依テ藏 二上記寺刹林 二就 テ林分構成歌

態ヲ明 ニセントシタル所以 デアル。

 本調査 二當 ツテハ沼田教授並二佐藤教授 ニョツテ懇切ナル御指導ヲ3;ウ シ、省朝鮮演習林各位 ノ

御助力二預ッタ虎ガ多イ。藪二謹 ンデ深謝 ノ意ヲ表 スル次第デァル。

         2.て うせ ん ま つ トあ か ま つ ノ天 然 分 布

 あか まつハ朝鮮産樹種中最モ廣ク分布 シ、南ハ慶尚南道及全羅北道 二屡スル諸島ヨリ、北ハ威鏡

南北爾道 二至ルマデ廣 ク行キ亙ツテヰル。垂直分布二就テハ荒慶 ノ程度ニョツテ緯度 トー致セザル

モ、植木博士 ノ調査ユヨレバ北(くエ)X37-38°、ノ問二於テハ最高 ノ位置迄生育 シ、北緯40° 以北二於テハ

900m以 下ヲ普通 トシテヰ ル。尚一般 二東海岸ハ西海岸及中央部 ヨリモ高所 ゴ達シ、山岳 二於.テハ多

少 ノ例外アルモ南北雨面殆 ド同高位迄産スルコ トガ述べラレテヰル。

 斯 ノ如 ク廣大ナルあか まつ林ハ特 二民有林 二於テ其 ノ割合多 久 昭和11年 ノ民有林統計(に)ニヨレバ

民有林立木地全面積 ノ61.5°oガ針葉樹 ノ軍純林デ其 ノ殆 ド全部ガあかまつ林デアル。此 レ等 ノあか

まっ林ハ長年月ノ悪政 ト公山無主制 トニ醐サ レタ濫伐暴採 ノ結果荒膿極度二達 シ、僅 カニ砂防工事

ヲ必要 トスル寸前二於テ止マレル個所ガ頗ル多イ。斯 ノ如 ク無地被 あかまつ林ハ全鮮 二於テ60萬 町

歩ノ彪大面積 二上ル ト云ハ レテヰル。

 南鮮二於テモあかまつ林 ノ占領面積ハ特二廣 ク慶尚南道林業統計 ニヨレバ、民有 林 立木 地面積

541,980町 歩 ノ中422,869町 歩 自ロチ77°obi'針葉樹林 二屡 シ、其 ノ大部分ガあかまつ林デアツテ、荒康

ノ程度甚ダシク又無地被あかまつ林 二属 スル面積モ廣大 二上ツテヰル。此 レ等ハ何 レモ花嵐岩及花

尚片麻岩 ヲ基岩 トスルーL壌ノ上 ユ成立 シ、上述 ノ如キ無節制ナルL伐 暴探 ノ上 二、降水量 ノ偏在 ス

ル當地方 ノ氣候的條件1一相倹 ツテ%a-k荒 慶ヲ早カラシメタモ ノデアル。此 レ等あか まつ林相 ノ無地

  1) 植木秀幹、朝鮮ノ林木、朝鮮総督府林業試瞼場報告、第4號 、55頁、大正15年。

  2) 林業試験揚時報・第19號、15頁、昭和13年。
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被 ノ個所ハ勿論、現二地被物 ヲ有 スル比較的良好ナルモノト難モ樹幹ハ轡曲シ、極 メテ粗悪ナル林

相 ヲ通例 トシテヰル(rl眞 第1圖)。 然ルニ同様ナル基岩 ノ上 二立ツ江原道 ノあか まっ林ハ優良林分

ガ頗 ル多ク(篇眞第2圃)、 南鮮あかまつ トハ全 ク雲泥 ノ相違ガ認 メラレルYデ アル。

 叙上 ノ如キ廣大ナルあかまつ林成立ノ原因ハ、朝鮮 ノ氣候圭質ガあかまつノ生育二適當セルコ ト、

及 ピー一般民衆 ノあかまつ偏重 ノ習性 ト永年 ノL伐 暴探 ノ結果 二基 クコトハ既ニー致セル見解 デアル1

 て うせん まつハ北鮮地方、殊 二鴨線江附近 二最モ多ク、颪鮮地方 二於 テハ、千米突以上 ノ高山 二

現ハ レテヰル。植木博士(くコ)ニヨレバ本種 ノ垂直分布ハ極 メテ複雑 ニシテへ他樹種 ノ如 ク北進 スルニ從

ツテ次第二低下 スルモ ノニハアラズ、南鮮地方二却 ツテ低 ク出現 シ、北鮮地方ニテ高キ位置 ヲ占ム

ル揚合少カラズ ト云ハレテヰル。

 て うせんまつ天然分布 ノ南限デアル智(くを)異山連嶺ハ慶爾南道威陽、山清、河東 ノ三郡及 ビ全羅南道

求禮郡、全羅北道南原郡 ノ各郡 二跨 リ、天王峯(1915m)ヲ 以テ最高峯 トシ、般若峯(1751m)此 レニ

次ギ共他中峯、下峯、帝澤峯、細石李田、老姑壇(1506m)ヲ 連ヌル東西二走ル山脈 デアル。てうせん

まつハ此 レ等連嶺 ノ中腹以上 二分布 シ、殊二當演習林 二局スル、智異山蓮嶺 ノ北面aア ツテハ、略

r千 米突以 .ヒニ散生シ、多クて うせんみつなら、かば類等 ノ潤葉樹中二混滑 スルカ、或ハ嶺線近 ク

ニ在ル、さい しゆうもみ、えぞ衷つ ト混清 シテ生育 シテヰル。斯 ノ如キ天然分布ハ元ヨリ往年 ノ濫

伐暴採、或ハ山火 ノ災厄等ガ原因 トナツテ今 日ノ歌態ヲ呈 スルニ到ツタモ ノト推測 スルコ トガ出來

ル。本項 二述ベン トスル南原郡山内面實相寺有林 二屡スル、てうせんまつ、あかまつ ノ混溝林(爲

眞第3圖)ハ 海扱500m附 近 ヨリ750mノ 聞二成立シ、寺料二属スルタメ比較的周到ナル保護ヲ受

ケタルモノデ、永ク無主公山 トシテ放置サ レタル智異山 ト異ナル所デアル。然ルニ本森林ハ年 々無

暴 ナルてうせん まつ種子探集 ノタメ、樹幹形 ヲ損傷 スルモノ多ク、～部 ニハ林木本來 ノ形態ヲ具備セ

ザルモノヲ混 ジ、現在50-60年 生 ノ粗悪ナル爾樹種混溝林 ヲ形成シテヰル。

 斯 ノ如 クて うせんまつガ不自然ナル天然分布 ヲナス現歌ハ、往時 二於ケル濫伐、暴 探並 二山火ニヨ

ル焼 失等 ノ原 因 二基 クコ トハ既 二植木博士 ニヨツテ指摘 セ ラレタIL デ ア ルガ、 カ ・ル現象 ハ今 日

て うせん まつ 人工造林 二樹 シ造林 可能地 ノ廣 キ ニ亙 ルコ トヲ示 ス所 以 ノモ ノデア ラウ。

  1)植 木秀幹・朝鮮ノ林木・朝鮮稗督府林業試瞼場報告・第4號 ・大正13年 ・32頁 。

  2) 同  上、26頁0
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          3.調 査 地 ノ 概 況 及 調 査 法 ノ 概 要

 調査地ハ全羅北道南原郡山内面實相寺 ノ所布 二屡 スル寺刹林デ、三峰山(1187m)及 法華山(991m)

ヲ結 ブ山彙 ノ西端二存シ、實相寺ffrlノ 百丈庵ヲ下 ノ限界 トシテ海按500mノ 個所 ヨリ約750mノ 間

二於 テ小Yヲ 挾 ミ、南面及南東面 ノ傾斜ヲ占メテヰル。本地域ハ局部的 ニハあかまつ箪純林 ノ成立セ

ル所アルモ、マ般 二て うせん まつ、あかまつ ノ混清林ヲ形成 シ、其 ノ分布面積大約20陪 程度 ノモ ノデ

ァル。共外域ハ多ク私有林 二接シ、當地方一般 二見ラレル粗悪ナルあか まつ軍純林ヲ以テ占 メラレ、

僅(つ)カニ嶺線 二於テ當演習林第1捲 當u_uノ潤漿樹my,,i,ト接績 シテヰル。

 地床植物ハ從來比較的周到ナル保護 ノモ トニ置カレタルタメ、生育良好ナル部分多キモ、灘 ノ

局部ヲ除 イ・テハー{壌一般 二淺 ク、殊 二峯通 リニハ表上露出シテ無地被あかまつ匠ヲ形成セル個所ガ

見ラレル。基岩ハ主 トシテ花闘岩、片麻岩ヨリ成 リ、局部的 ニハ石礫 二富 ム所 ガ多イ。

 本項 二述ベントスル4個 所 ノ調査匠 二就テ概略ヲ列記 スレバ次 ノ如 クデアル。

  

  

  

  

 當 地 方ハ海岸 トノ聞 二智異 山彙 介在 スルヲ以 テ カ、海 流 ノ影響 少 ク大陸 的氣候 二支配 セ ラレ、同

緯度 二於 ケル内地 ノ各所 二比 シテ、寒 暑 ノ差著 シキ傾 向ガ見 ラレル ノデアル。本 調査地 ヨ リ南 東7

粁 二當 ル、當演習林馬 川作 業所 及 ビ北[1a約17粁 ヲ離 レル威陽事務所 ノ氣 象観 測結果 ニヨレバ、 年

zド均氣温 ハ成陽 二於 テ14.5° 、馬川 二於 テ122° ヲ示 シテヰ ル。爾 者共夏季三 ケ 月間ハ氣温頗 ル高 ク

東 ノ風 二富 ミ、降水 量モ大 ニシテ冬 季三 ケ 月間ハ氣 温特 二下 リ北 又ハ西 ノ風 多 ク、降水 量ハ少量デ

アル。共他 當地バ ー般 二4月 及11月 二降水量少 ク極度 二乾 燥 スル ヲ以 テ山火 ノ原因 トナ ツテヰ ル。

叙 上 ノて うせん まつ、あか まつ、混清林 内 二於 テ、代表的 ナル4ケ 所 ヲ選 ビ各庭 二就 テ森林構 成

歌態 ヲ鮮 明セ ン タメ、毎木調 査 ヲ施行 シテ副木(胸 高直径2-8cm.聞 ノモ ノ)、小径 木(10-24cm.)、 中径

木(26-40cm.)、 大 径 木(42cm.)以 上 ノモ ノ)二 分類 シテ、ナ ホペ ル トランセク トヲ取 リ構成状態論 明 ノ



38

一助 トシタモノデアル。雨樹種 ノ成長歌態調査二當ツテハ中央木ヲ決定シテ、各5年 ゴトノ樹高、

胸高直径、及 ビ材積生長量ハ7一 ペル式PP分 求積隔 ヨツテ算出セルモ ノデアル。

           4.林 分 ノ 溝 成 駄 態

             (1)直 径 階 別 本 歎 配 分 ノ妖 態

 直 径階別本敷 配分 ノ歌態 ハ第1表 及第4岡 ヲ以 テ示 シタル如 ク、第1、 第 皿調査地 二於 テハ 、て

うせん ま6・ ・小径級 二罵 ス,レ12-20。m.ノ モ ノ最 多ヲ占 メ、瀦 共径級 ノ増大 ト共 二本 数 ヲ漸 減 シ テ

ヰ ル。あか まつ ハ 第1調 査地 二於 テハ、剛木 二属 スル、2-8cmノ モ ノ最 モ多 久 更 二径級 ノ増大 ト共

二本 数 ヲ減 ズ ル コ ト、て うせ ん まっ ト同様 デア ル。然 ル ニ第 亜調査地 二於 テハ 、反封 二副木及小径

木 ニハ本 激 少 ク、中径 級 ノ22-28cm.闇 ノモ ノ最多 ヲ占 メテ居ル。第 π調 査地 二於 テハ て うせん まつ

ハ4-14cm.間 ノモ ノ最 モ多 ク、第2表 ニヨレバ副木36%、 小 径木63%ヲ 占 メ、共 レ ヨリ径級 ノ増大

ト共 二漸減 シ、 あか まつハ副木 二多 ク48;47:5ノ 割 合 トナ ツテ直径2-8cm.聞 ノモ ノ最 多デア ル。

第W調 査地 二於 テハ て うせん まつ ハ小径 及 中径木帥 チ20-24cm.聞 二於 テ本数最 モ多 クあか まつハ小

径級 ニテ最 多 ヲ占 メ副木 及 中径 木 二於 テ漸減 シテヰル。

 此 レ等 ノ本敷配分上 ヨリ見ルニ第1及 第 置調査地二於テハて うせん まらハ小is級 二最多ヲ占メ径

級 ノ増大 ト共 二漸減 シ、 あか まつハ副木 二於 テ最 モ多 ク径級 ヲ壇 ス ト共 二漸 減 シテ略 ミ同様 ノ傾向

労伺 バ レル。第 皿調 査地 ノあか まっハ前二者 ト異 ナ リ中径級 二於 テ最 多 二達 スルモ各径級共本数 ハ、

て うせん まつ ヲ凌駕 スル コ トヲ得 ズ、外観上 、て うせん まつ ヲ主 トスル林相 ノ如 クデアル。第IV調

査 地 ハ 各径級 共 二あか まつ ノ本数 多 ク、僅 カニて うせん まっヲ混ズ ル程 度デ ア リ比較 的大 木 ノ割 合

ガ多 イ。

 次 二陥當 リ本数 二就 テ見 レバ第1調 査地 ハ て うせ ん まつ695本 、 あか まつ310本 、 第 皿調査地ノ・

て うせん まっ588本 、 あか まっ ユ5ユ本 トナ ツテ何 レモて うせ ん まつガ断然 優勢 ヲ占 メテヰル。第1

調 査 地ハて うせ ん まっ1271本 、 あか まっ1483本 、第IV調 査 地 ハて うせん まつ198本 、 あか まっ812

本 トナ リ、爾 者共あか まつ ガ多数 ヲ占 メテヰル。殊 二第 皿調査地 ハ 、陥 當総 本敷2754本 ヲ示 シ、他 ノ

何 レヨ リモ頗 ル密生 ノ歌 態 ニアル。

 第1表 二於 テ見 ル如 クあか まっ ニハ 中径 木 及大復木 二於 テ伐 探 サ レタルモ ノア リ、帥 チ第1.H・

11V調 査地 二於 テ夫 々13本 ・33本 、31本 、71本 ノ伐根 ガ焚 見 サ レル。此 レ等 ハ何 レモ轡曲 セル あか ,

ま つ ノ大材 ニ シテて うせん まつ撫育 ノ目的 ヨ サ撰伐 セ ルモ ノナ リト云ハ レテヰル。從 ツテ叙上 ノ調 .
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査地4個 所 二於ケル大径木 二属 スベキあかまつハ悉ク伐探セラレ、今 日林分中二存立セルモノハ獲

見 セラレナイ。

           第2表 て うせんまつあかまつ ノ径級別混溝歩合%

         

        
                  
                  
                  
         
         

                (2)樹 種 混 清 状 態

 爾 樹 種混清歌態 二就 テハ第3表 二於 テ見 ル如 ク、て うせ ん まつ 、あか まつ ノ比 ハ第1調 査地69:31、

第H調 査地79:21、 トナ ツテて うせ ん まつ ノ混澹歩合 ガ大 デ アル。第 皿調 査地ハ46:54、 第IV調 査1也ハ

22:78、 トナ ツテあか まつ ノ割合 ガ多 ク、殊 二第W調 査地 二於 テハて うせ ん まつ ノ割合 少 ク、第 皿調

査地 トハ全 ク逆 ノ現 象 ヲ呈 シテヰ ル。

 更 二此 レヲ径 級別 二見 レバ 、第1調 査地 二於 テハ副木 ハ21:79ノ 比 トナツテ、あか まつ 多数ヲ 占

ムルモ、小径木 及中径 木 ・・78:22、91:9ト ナ リ、て うせん まつ ノ割合大 デ第5岡 二於 テ見 ル如 ク、

て うせん まつ ハ既 二あか まつ ヲ厘 倒 セル観 ガ アル。第 皿調 査地 二於 テハ副木 、小穫木 、rir樫 木 、何

レモ て うせ ん まつ ノ割 合大 ニシテ、各階級共 て うせ ん まっ 優勢 ナル コ トヲ示 シテヰル。要 スル ニ爾

             第3表 て うせん まつあか まつ ノ混清 歩合
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調 査 地 共既 二て うせん まつ ノ優勢 ナル森林 トナ リ、尚林下 二て うせ ん まっ ノ稚樹 ヲ散 見 スル所 ヨ リ

見 レバ、漸 次 あか まρハ歴倒 セ ラレテて うせ ん まつ ノ複暦林 二移行 スル傾 向ガ窺バ レル。第 沼調査地

二於 テハ、副木39:61、 中径 木6:94、 ノ此 ヲ示 シテ、 あか まつ ノ割合大 デアル ガ小tz _木ハ53:47ト ナ

ツ テて うせん まつ ノ本数 多敏 ヲ占 メテヰ ル。第W調 査地 二於 テハ副 木8:92、 小 径木21:79、 中径木

30:70ト ナ リ、何 レノ径級 モあか まつ ノ割 合頗 ル大 デ外観 上モあか まつ ノ優勢 ナル林分 デアル。然 ル

ニ本 調査地 二混清 セ ラレ タルて うせ ん まつハ 、裡級 ヲ増 スニ從 ツテ本激 ノ割 合 ヲ増加 セル傾 向ガ認

メラ レ、生長 状態モ比 較的良 好ナ ルモ ノデアル。

              (3)生 長 歌 態

 て うせ ん まつ ノ樹性 トシテ通直 ナル樹幹 ノ外 二、二 叉或ハ共 レ以上 ノ分岐樹幹 ヲ形成 スル コ トガ

                //
ア リ、 本調 査地 二於 テモニ叉以上 二分岐 セル樹幹 ヲ 厘 々獲 見 スル所 デアル(第 二表)。 然 ル ニfl

現 レ タル分岐木 ハ、粗 放 ナル種r探 集 ノタメニ、頂 芽 ノ損傷 セ ラ レテ分 破セ ルモ ノ少 カラズ、從 ツ

テ本 表 ノ結果 ヲ以 テ直 チ ニて うせ ん まつ ノ樹性 ヲ出現 セ ルモ ノナ リ トハ云 ヒ難 イrデ アル。第1表

ニ ヨヒバ第1調 査地 二於 テ分 岐 木40本 、 帥チ通 直ナルモ ノニ封 シテ300二 當 リ、叉第 皿調 査地59本
  、

(25%)、 第 皿調 査地86本(30%)、 第IV調 査地76本(68%)、 ト云 フ結 果 トナ リ、第IV調 査地 二於 テ頗

ル大 ナル割 合 ヲ示 シテヰ ル。此 レ等分 岐木 ト錐 モ種子探 集 ノ際 二甚 シク殿損 セ ラ レタルモ ノヲ除 ケ

バ用材 トシテ債値 アル モ ノガ多 イ ノデアル。

 あ か まつハ此 ノ地方 一般 二見 ル如キ轡 曲,4ダ シ キ不良木ガ 多 ク、通 直材 ハ稀=J見 スル ニ過 ギナ

イ。此 レ等 ノ轡 曲セル あか まつ ガ、通 直ナ ルて うせん まつ ト同一一立 地 二混 滑 セル状 態 ハ異様 ノ感 ヲ

受 クル虚 デアル。

 此 レ等 ノ雨 樹踵混 滑休 二就 テ選 遣セ ラレ タル4個Nノ 調 査地 二於 テ、更 二各斑 二て うせん まつ 、

        第4表

    

   り 
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あ か まつ各 一本 ノ標 準木 ヲ伐倒 シテ、生長71態 ノ調査 二當 ツ タノデ アル。蕪 二選 バ レタル標 準木 ノ

樹齢 及大サバ第4表 二示 ス通 リデ アル。此 レ等 ノ標 準木 二就 キ樹幹 析解 二依 テ得 タル 結果 ハ第5-8

表 二示 ス庭 デアル。

  (a)樹 高 生 長

 樹 高生長 二就 テハ第5-8表 及第5岡 二依 テ見 ノレ如 ク第1調 査地 二於 テハて うせん まつ、 あか まつ

ノ総 生長 曲線 ハ横 軸 ト略 ミ50° ノ角 トナ リ、大膿ZF行 ノ生長 ヲ ナシテ、僅 カニ30年 附近 ヨリて うせん

まつ 生長 量減 衰 ノ状態 ガ認 メラレル ノ ミデアル。連年 生長 二就 テハ 、23年 迄 ハて うせん まつ良 好 ナ

ルモ 、23-45年 ノ間 二於 テハあか まつ凌駕 シ、45年 以 後 ハ爾種 トモ年齢埆 加 ト共 二多少減衰 ノ傾

向ガ窺 バ レル。

 第 皿調 査地 二於 テハ 、あか まつ ノ樹 高生長煩 ル良 好ニシ テ、徳 生長 曲線 ハ廣軸 ト略 ミ60° ノ角度 ヲ

ナシ、て うせ ん まつハ此 レニ比 シテ生長 階劣ル モ、50° ノ角 トナツテ第1調 査地 二於 ケ ル、て うせ

ん まつ ト同様 ナル生長 状態eア ル。連年 生長ハ10年 及27年 ノ附近 二於 テて うせん まつ僅 カニあ か ま

つ ヲ凌駕 スルモ 、全般 二於 テあか まつ良好 ナ ル結 果 ヲ示 シテヰ ル。然 ルニ爾樹 種共30年 以 後 二於 テ

年齢 ト共 二多少生長減蓑 ノ跡 ガ認 メラレル。

 第 置調査地 二於 テハ 、雨樹種共 聰生長曲 線ハ25年 迄 ハ 横軸 ト30°,25-52年 間 二於 テハ何 レモ略 ミ50

  第5表     第1調 査 地(て うせん まつ)

年   高 さ の 生 長(m)   直 径 生 長(cm.)    髄  積  生  長(fm)

堕膣塑 墨 長量塵 長壁 鯉連讐壁壁讐辱壁響轡塑 晦雛壇量膿壁壁
 b l  1.20  1         1    024  1   0.4  1         1    0,08  1 0.0002

       0.98  1        1      1    3.O  I        I      I  O.0021

10 1  2.18  1        1   0.22  1  3.4  1        1   0.34  1 0.0023 1        1  0.0002 1   33.6

       1.09  !        !       1    2.8  1        1       1  0.00x1

15 1 3.27  1        1   0.22  1  6.2  1        1   0.41  1 0.0074 1        1  0.0005 1   21.0

       1.48  1        1       1    2.2 1         1       1  0.0080

20 1 4.76  1        1   0,24  1  8.4  1        1   0.42  ! 0.0154 1        !  0.0003 1   14.0

       1.30  1        1      1    1.8  1        1      1  0.0144

25 1 6.Ob  I        I   O24  1 10.2  1        1   0,41  1 0A298 1        1  0.0012 1   12.7

  1    α75         1.5        α0166

30 1 6.80  1        1   0.23  1 11.7  1        1   0.39  1 0.04F,4 1        1  0.0015 1    8.7

       0.70  1         1       1    2.1  1         1       1  0.0339

35 1 7.50  i        I   O.21  f 13.8  1        1   0,39  1 0.0703 1        1  0.0020 1    8.2

       0.80  1         1       1    2.O  I         I       I  O.0278

401 8.30 1       1   0.21 1 15.8 1       1   0.40 10.0981 1       1  0.0024 1    6.6

       0.95                   、    1.S                      O.0347
45 1 9.25  1        1   0.21. 1  17.6  1        1   0,.40  1 0.1328 1        1  0.0030 1    6.0

       1.07  1         1       1    L5  1         1       1  0.0402

50  10.32           1   0.21 1  19.1          1   0.38   0.1730 1        1  0.0034      5.2

       0.63  1        1       1    0.9  1        1       1  0A°98

55 1 10.95  1        1   0.20  1 20.O  I        I   O.3G  1 0.2023 1        1  0.0036 1    3.7

       0.40  i                       O.9                       0.0287

60 1 11.35  1        1   0.19  1 20.9  1        1   0,35  1 0.2315 1        1  0.0038 1    2.6

   膿 積 生 長 率 ハPresslerノ 近 似 式 二 依 ル 。
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  第5表     第1調 査 地(あ かまつ)

  第6表      第 皿 調 査 地(て うせんまつ)
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  第6表      第 皿 調 査 地(あ かまつ)

  第7表      第A調 査 地(て うせんまつ)

・0.25
0.570.::      } }

歪膿0.7bl:1414u _… 旧_
、si 222 α65 。、4 2., '・7 。1,0.。 。、、i°.° °°91。 。。。、 17.1        

0.5s      1.・  ・  lo.・ ・1Fi
21

、 鉱8° 0.45 "13 4.° 。, °.Ys°.° °s'。 。。。gl"G° °2 ]3.9
28 1  3.25  1         1   -0.7.3  1   4.7  1         1    0.18  1 0.0040 1         1  0.0002 1    5.1

        1.00  1         1             0.8            1           0.0022

31 1 4.25 1       1   0.14  1  5.5 1       1   0.18 1 0.00G2 1        1  0.0002 1    8.6

        1.00  1                    1.O           I         O.0040

36 1  5.25  1         1    0./4  1   6.5  1         f    O.1×  1 0.0102 1         1  0.0003 1    9.7

        1.25                       1ユ                      0.0084

41 1 6.50  1        1   0.lfi I  7.C, I        I   O.19  1 0.OISfi I        I  O.000ri I   ]1.fi

        1.15  1        1       1    1.1  1        1       1  0.0084

467.fi5 

v.,。'°.17 H.7 1.。 °.1s°.°27° 。。。991°.° °°617.3

51 1 3.55  1        1   0.17  1  9.7  1        1   0.19  1 0.0369 1        1  0.0007 1    6.2

        0.80  1        1            0.9  1        1       C  O.0119
56 1 9.40  1        1   0.17  1  10.f  I        I   O.19  1 0.0479 1        1  0.0009 1    5.3

        '0.50                          0.7               .    1   0.0091 ;
619.9°   3.3211.3   °.iy°.°57°{  l°.° °°9 3.4
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  第7表     第 盟 調 査 地(あ かまつ)

年   高 さ の 生 長(m)   直  径  生  長(cm・)   謄  『積   生   長(fm)

剛墾 量塵 長鞭 竺騨 堪長塵 彗軸 樋 讐 壁ll生鯉 笹墾騨 瞬墾 釜
2α 、5   。。6]
        o.so

7 1  0.75  1         1    0.11  1       1         1         1 0.0002
        0.70 1     1    1     1     1    1 0.0002

12   1.45              0.12     1.0              0,08   0.0004                      13.3
        0.fiO  l        I       I    1.6  1        1       1  0.0009

17   2.05               0.12     2.6               0.15   0.0013             0.0001     21.1

        0.RO                        1.7  1        1       1  0.0023

22   2.85               0.15     4.3                020   0.0036             0.0002     1.8.8

        0.75 1     1    1  L3 1     1    1 0.0027

27   3.60                0.13     5.6               0.21   0.0063             0.0002     11.1

        1A2  1        1      1    1.4  k        I      I  O.0045

32   4.62                0。14     7.0                0.22   0.0108              0.0003      8.1

        L33  1        1      1    2.1  1        1      1  0.0123

37   5.95               0.16     9,1              0.25   0.0231             0.0006     14,5
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4778::1;:4°1500: 21811.721814.2:c°.28°.°47650.300.0787°.°2450.0311°0:°°liOO17麗

        0.90  1        1       1    LS  I        I       I  O.0318

52   9.40               0.18    16.0               0.31   0.1105 1           0.0021      6.7

        0.70  1        1       1    5.6  1        1       1  0.0601

57  10.10                0.18    21.6                0.38  1 0.170Fi             O.0030 1    8.5

  第8表     第N調 査 地(て う せ ん ま っ)

年  高 さ の 生 長(m)  直  裡  生  長(・m・)  膿  積   生  長(fm)

壁 牛越 雛 蹄 劉 騨 髄 壁 ・生長鞭 壁 早墾 壁 ・生瑚 墾 長景瞬 生麟

40.75   10.18     1  0.0001

,2.。Q巨25 。22属6   0.18。 。。。9α °゚°80.。 。。i 32.。

       ・1.50           旨            3.7                      0.0055
14   3.50               0.25  1  5.3               0.38   0.0064             0.0005     30.1        

0.90  1         1            3.O                   I  O.0090

194.・ ・ 

1.60 °.2313.3 3.2 °.43°.°154。 。195°.° °°8 16.5

246.° ° 
1.,5 °.251111.5 u °.48°.°3490.031G°.° °1.4 15.59

2g   7.25               0.25    14.4        '     0.50   0.0665             0.0023     12.5

        1.50           1           2,7                     0.0487              .

34   8.75               ().26    17.1               0.50   0.1]52.            0.0034     10.7
        L°0                       1.H  I                  O.0519

39   9.95              0.25    18.9              0.46   0.1671            0.0043      7.4

        1.42           1           1.5                     0.0523
44  11.37               0.26  1 20.4               α46   0。2194             0.0050      5.4

        0.63  1        1       1    1.3  1        1       1  0.0519
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  第8表      第IV調 査 地(あ かまつ)

ノ角度 ヲナ シテ、樹 高生長 ノ旺盛 ナ ルコ トラ示 シ、52年 以 後 ニテ多 少減衰 スル虞ガ窺バ レル。庇 ノ

歌態 ハ第1調 査地 ノ爾樹 種生長歌態 ト近似 シ、殊eて うせん まつハ25年 ノ頃 ヨリあか まっ ト比 較 シ

テ僅 カニ生長 劣ル結果Cト ナツテヰ ル。連年 生長 二就 テ見 ルモ同年 ヲ通 ジテ爾樹種 略 ミ近 似 ノ結果 ヲ

示 シ、25-52年 ノ間最 モ生長良好 デアルb

 第IV調 査 地 二於ケ ル総 生長 曲線 ハ20年 迄 ハ横 軸 ト略z50Qノ 角 ヲナ シ20-40年 間e於 テ60° ノ角

トナ リ、て うせ ん まつハ 同年 ヲ通 ジテあか まつ ヨリ僅 カニ凌駕 シテ、他 ノ何 レノ調 査地 二於 テモ見 ラ

レザ ル現象 デアル。連年 生長 ハ5-17年 間 二於 テハ て うせん まつ大 ニシテ17-40年 ノ間 二就 テハ却

ツテあ加まつ凌駕 シ、其 ノ後再 ビて うせん まつ ノ生長大 トナツテヰ ル。

 要 スル ニ樹 高生長 二就 テハ 、総生長 曲線 ハて うせん まつ 、あか まつ、略r同 様 ノ結果 ヲ示 シー一般 昌

横軸 ト50-60° ノ角度 ヲナ シテヰ ル。て うせん まつ・・60年 生 ニ シテ約10米 突 ノ樹 高 二達 シ、あか ま

っハ其 レヨ リ僅 カニ凌駕 スル程 度 ノモ ノデアルガ、第IV調 査 地 ノ如 キハ却 テて うせ ん まつ ノ生長 量

大 ナ ル特例 ヲ示 シテヰ ル。連年生長 二就 テハ 、20-45年 聞 二於 テハ あか まつハて うせ ん まつ ヲ凌駕

シ、此 レニ反 シテ5-20年 及45年 以 上 二於 テハて うせん まつ ノ生長量大 ナル結果 トナ ツテヰ ル。

  (b)直 径 生 長

 胸 高断面 二於 ケル直径 ノ総 生長曲線 ハ 、第1調 査地 二於 テハ て うせん まつハ15年 迄 横軸 ト.60° ノ ・

角度 ヲナ シ、15年 一45年 ノ闇 二於 テハ55° 、45年 以 後 二於 テハ35° トナ ツテ多少滅衰 ノ跡 ガ見 ラレル。

あか まつハ23年 迄33° トナ リ、23年 以後63年 迄 ハ 略z50° ノ角 度 ヲナ シテヰ ル。連年 生長 二就 テハ26、
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7年 ノ頃 、 あか まつハ て うせ ん まつ ヲ凌駕 スルモ 、48年迄 バー般 二て うせ ん まつ大 ニ シテ、48年以 後

二於 テハあか まつ却 ツテ大 トナ ツテヰ ルo

 第 皿調 査地 二於 ケルて うせん まつ ノ直樫総 生長 曲線 ハ8-18年 聞 ハ横 軸 ト60°ノ角 ヲナ シ、18-43

年 ノ間ハ35° トナ リ、43年 以 後 二於 テハ略z50° ノ角度ヲ ナ シテヰ ル。あか まつハ5-10年 聞 ハ60°

10-35年 ノ問ハ54° トナ リ、35年以 後・・略z48° ノ角 ヲナ シテ漸次減衰 ノ跡 ガ認 メラレル。連年 生長

二就 テハ43年 迄 ハ あか まつ ガて うせ ん まつ ヲ凌駕 シ、43年 以後 二於 テハ却 ツテて うせ ん まつ ノ生長

量大 デアル。

 第 贋調 査地 二於 テハて うせ ん まつ ノ総生長 曲線ハ11-16年 間 ニハ横軸 ト60° ノ角 ヲナ シ、16-61

年 聞 ニハ33° ノ角 ヲナ シテヰル。 あか まつハ27年 迄 ハ横軸 ト略 ミ50° ノ角 ヲナ シ、27-37年 二於 テハ

45°、37年 以 後 ハ60° ノ角 度 ヲナ シテヰ ル。連年 生長量ハ全年 ヲ通 ジテて うせ ん まつ ヨ リモあか まつ

ガ大 デ,殊 二あか まっハ47年 以 後 ノ生長 量大 デアル。

 第W調 査地 二於 テハて うせん まつハ29年 迄 ハ横軸 ト65° ノ角 ヲナ シ、29-39年 ノ關 ハ60°、39年

以後 ハ略 ミ50° ノ角度 ヲナシテ、直径生長 ノ頗 ル優秀 ナル コ トヲ示 シテヰ ル。あか まつハ15年 迄 ハ て

うせん まっ ト同様65° ノ角 度 ヲナ シ、15年 以 後45年 迄 ノ間 ハ48° ノ角 ヲナ シテヰ ル。連年生長 量 二

就 テハ 、35年迄 ハて うせん まつハあか まつ ヲ凌駕 スルモ 、35年以 後ハ年齢 ヲ増 ス ト共 二て うせん まつ

減衰 スル ニ反 シ、あか まつハ次第 二増 大 スル結果 トナ ツテヰル。

 要 スル ニ第1調 査地 二於 テハて うせ ん まつハ60午 ニ シテ胸 高直径2α9Cm・(樹 皮 ヲ除 ク以下 同断)

あ か まつハ63年 ニシテ19.3cm.第 皿調 査地 二於 テハ て うせん まつハ58年 ニシテ16cm・ 、 あか まつハ50

年 ニ シテ17.7cm.第 皿調査地 二於 テハ て うせん まつハ61年 ニ シテ11・3cm,、 あか まつハ5?年 ニ シテ

21.6cm.、 第 四調 査地 ニアツテハて うせん まっ54年 ニ テ22.9cm・ 、 あか まっ45年 ニ テ16・3cm・二達 シテ

ヰ ル。次 イデ胸高 直穫 二於 ケル総 生長 量曲線 ヨリ見 ル ニ第1及 第IV調 査 地 二於 テハ,あ か まつ ノ生

長 ハ て うせん まっ ヨ リモ劣 リ、第 皿、第 盟調査地 二於 テハ あか まつガ却 ツテ優秀 ナ ル結 果 ヲ示 シテヰ

ル。連年 生長 二於 テモ、大1fi.一於 テ 第1及 第 】V調査地ハ て うせん まつガ優 レ、第1調 査地 デハ48

年 、 第W調 査地 二於 テハ35年 以 後 ニテ、て うせん まつガ却 ツテ劣 ルモ、一般 二て うせ ん まつハ15-

20年 ノ頃迄 ハ頗 ル優秀 ナル生長 ヲナシテヰ ノレ。第H及 第 皿調 査地 二於 テハ 、何 レモあか まつ ノ連年

生長 量大 ナルモ第 皿調 査地 ニテハ43年 以 後 二於 テて うせ ん まつ ノ生長量 壌大 シテヰル。斯 ノ如 クて

うせ ん まつ ノ直径 生長 二關 シテハ個所 ニヨツテ異ナ ルモ、同 ジ立地 二存 スル あか まつ ヲ凌駕 スル揚

合ガ見 ラ レル ノデア ル。
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  (c)材 積 生 長

 材 積 生長 二就 テ・・第5-8表 及第8圃 ヲ以 テ見 ル如 ク、第1調 査地 ノ材 積生長 曲線 ハて うせん まっ

二於 テハ5-20年 間 ニテ横 軸 ト20°、20-35年 ノ聞ハ50° 、35-55年 聞 島於 テハ略 ミ60°ノ角 ヲナ シテ生

長 量ハ年齢 ト共 二漸 増 スル傾向 ヲ辿 リ、あか まつ ハ27年 迄12° 、27-37年 ノ聞ハ45° ・37年 以 後 ハ急

激 二増 加 シテ60° 、或 ハ65° ノ角度 ヲナ シ、材積 生長 量 二於 テハて うせん まつガ60年 迄 あか まつ ヲ凌

駕 シテヰル 。連年 生長 量 ハ爾樹種 共 二50年 ノ頃迄 ハ年齢 ト共 二漸 次増加 シテて う茸 ん まつグ常 二あ

か まつ ヨリ大 ナル慣 ヲ示 シ、inあ か まつハ共後63年 迄 ハ漸 増 ヲ辿 ルモ、て うせ んまつハ50年 ヨ リ次

第 二減 少 シテヰ ル。

 第 皿調査地 二於 テハ 、総生長 曲線 ノ横軸 トナ ス角ハ23年 迄 ハ10° 、23年 一38年 間 ハ30° トナ リ・38

年 ヨ リ58年 二至 ル闇 ニテ急激 二生長 ヲ増 シ、略z60° ノ角 ヲナ シテヰ ル。 あか まっハ15年 迄 ハ20° 、15

-20年 ノ聞ハ40°
、20-30年 聞 ハ60° 、30-50年 聞 ハ65° ト云 フ急激 ナ ル材積 ノ増 加 ヲ示 シテ・て う

せ ん まう ヲ遙 二凌駕 シテヰ ル。連年 生長量 二就 テモあか まつハ常 二て うせ ん まつ ヨリモ大 ニシテ年

齢 ト共 二漸 増 ノ傾向ガ認 メラレ、僅 カ ニて うせん まっハ30年 ノ頃 ヨリ次第 二生長増加 ノ跡 ガ見 ラ レ

ノレo

 第 置調査地 二於 テハ あか まつ ノ総 生長 曲線ハ32年 迄 ハ略a18° 、32-42年 ノ間ハ50° 、42-57年 ノ間

ハ68° トナ ツテ、32年 ノ頃 ヨ リ念激 二生長 ヲ増大 シ、て うせん まつハ36年 迄 ハ8° 、36-61年 ノ間ハ

30°、トナ リ、他 ノ3個 所 ノ調 査地 二於 ケルて うせ んまつ 二比 シテ、最 モ不 良ナル生長散態 ヲ示 シテ

ヰ ル。連年生長 量 二於 テハ全 年 ヲ通 ジ、あか まつ ハて うせん まつ ヲ凌駕 スルモ、爾樹 種共 、35年 頃

迄 ハ不良 ナル生長歌 態 ニア リ、あか まっハ35年 以 後急 激 二生長 ヲ増大 シテ 、他 ノ調 査地 二於 ケル ト

同程 度 ノ増 加率 ヲ示 スモ、て うせん まっ ノ ミハ 、頗 ル低調 ナル生長 歌態 デ アル。本調 査地 ハ既述 ノ

如 ク峯通 リノ、傾斜急峻 ナル虚 ニア リ、立木 本敷過密 ノ個所 ニ シテ、省混在 スルあか まつ ノ樹幹 モ

轡 曲甚 シク、他 ノ調査地 二比 シテ最 モ不良 ナル立 地條件 ヲ具備 セ ルコ トガ爾樹 種 ノ生長 不良 ナ ル原

因 デ ア ラウ。

 第IV調 査 地 二於ケ ルて うせ ん まつ ノ総 生長 曲線 ハ19年 迄 ハ横 軸 トナ ス角ハ28° ニ シテ19-24年 迄

ハ50° 、24-54年 ノ間ハ70° トナ リ、20年 生 ノ頃 ヨリ頗 ル急速 ナル生長増 加 ヲ示 シテヰ ル。 あか まつ

ハ20年 迄 ハ15° 、20-30年 ノ間ハ40° 、30-45年 ノ聞 ハ65° ノ角 ヲ示 シ、20年 生 ノ頃 ヨ リ成長激 増 ス

ル モて うせ ん まつ ノ総 生長量ハ 各年齢 共 あか まつ ヲ凌駕 シテ居 ル。連年生長量 ハ、て うせ ん まつ 二

於 テハ30年 生 ノ頃迄ハ急 激 二増加 スルモ,30-50年 ノ間 ニテハ略 ≧一様 ナル生長量 ヲ示 シ、あか まつ

ハ40年 生 ノ頃 マ デCB・・ノ傾向 ヲ辿 ツテヰルQ
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 要 ス ル ニ第1及 第W調 査地e於 テハて うせ ん まつ ノ材積 生長 量ハ あか まっ ヲ遙 二凌駕 シテ、20年

生 ノ頃 ヨリ急 激 二増 加 シ、あか まつハ第1調 査地 二於 テハ28年 、第IV調 査 地 ニテハ25年 頃 ヨ リ、即

チて うせん まつ ヨ リ梢邊 クレテ生長 量 ガ急 二増 シ、其後 爾樹種共 二50-60年 生 二達 スルモ全 ク生長

量 ノ減衰 ヲ見ザ ル欣態 デアル。第 皿調査地 二於 テハ あか まつハ20年 ノ頃 ヨ リ急激 二生長量 ヲ増 シて

うせ ん まつハ梢邊 レテ23年 生 ノ頃 ヨ リ漸次増 加 シテ、38年 生 二逮 シ始 メテ急激 二N大 シテヰ ル。第

a調 査地 二於 テハ あか まつハ32年 以後 二於 テ生長 量 ヲ急増 スルモ、て うせ ん まつハ36年 生 以後 二於

テ徐 々二増加 シ、あか まつ 二比 スレバ頗 ル低調 デアル。即 チ第 ∬及第 皿調 査地 二於 テハ あか まつ ノ

生長 量ハて うせ ん まつ ヲ凌駕 シテヰル。

                 5.考    察

 朝鮮林野 ノ大,*ハ あかまつ林 二属 シ、南ハ慶尚南道及ビ全羅南道 ヨリ北ハ成鏡南北爾道二分布 シ

テ民有林立木地全面積 ノ610ヲ 占メテヰル。 コレラノあか まつ林ハ永年 ノ悪政 ト公山無主制 トニ禍

サ レタ、濫伐暴探及ビ山火ニヨル焼 失ノ結 果荒慶極度二達シ、林下 二全 ク地床植物ヲ有 シナイ、所謂

無地被あか まつ林 ノ1 ナル面積ガ存在スル。現 二地被物 ヲ有スル比較的良好ナルあかまつ林r

モ樹幹ハ轡曲 シ、極 メテ粗悪ナル林相ヲ呈 スル ノガ通例 デアル。

 斯 ノ如 キ粗悪ナルあかまつ林 ノ改良手段 トシテ選バ レルモ ノニ、(1)徹 底的ナル保護、撫育、(2)

肥料木 ノ植栽、(3)樹 種 ノ改良等 ノ方法ガ禦ゲラレルガ、吾人ノ實行 二當ツテハ、コレ等3者 ヲ併

用 シテ始 メテ ソノ目的ヲ達成スルコrハ 論ヲ1タ ナイ。本論 二於 テハ、コレ等 ノ内最モ積極封策 ト

考ヘ ラレル、樹種改良 ノ問題 ノミヲ取 リ上ゲタノデアル。

 現 二南鮮地方二於テハ、樹種改良二就テ諸種 ノ方法ガ講ゼ ラレツ、アルモ、未グ充分ナル成 果ヲ

見ズ、倫將來 二淺サレタ問題ガ頗ル多イ。殊 二造林樹種 ノ選定 ノ如キ、本地方 ノ特殊ナル環境條件

二制 約セラレテ、頗 ル小範園二止マル場合ガ多イ。本學朝鮮演習林二於テハ、施業開始以來 二十数

年聞 ノ経瞼ニヨリ、てうせんまつ、てうせん もみ、からまつ、あべまき、か しは等ヲ4三要ナル造林

樹 種 トシテ、粗悪ナルあかまつ林並二草生地 ノ改善二着手シテヰル。 コノウチてうせんまつハ地力

同復 ノ途上ニアル地被物ヲ有スルあか まつ林改良ノー手段 トシテ、林下 二混植 シテ漸次屈曲セルあ

か まつノ不良材ヲ除fkシ 、地元民 ノ薪材 二充當 シテ、將來て うせんまつ、あか まつノ混溝林造成 ノ

目的ヲ達セン トシテヰ ル。

 て うせんまつ ノ天然分布ハ北鮮地方殊二鴨緑11二附近 二最モ多ク、南鮮地方二於テハF米 突以一ヒノ
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高 山 二現 ハ レテヰル。 コノ瓢 ヨ リ見 テ、て うせ ん まつ ノ南 鮮地方 二於 ケル低 山帯植栽 ガ生 態學 上問

題 トナル所 以デ アル。然 ル ニ本論 二述 ベ タル全羅北道南原郡 山内面實相寺有林 二所届 スルて うせ ん

まつ 、あか まつ ノ混溝林 ガ、海扱500米 突 附近 ヨ リ75Q米 突 ノ闇 二存廊 シテ、現 二相當良好 ナル生育

ヲ途 ゲ ツ ・アル コ トハ、如上 ノ問題考究 二當 ツテ滲考 トナル鮎ガ頗 ル多イ。

 斯 ノ如 キロ的 ノモ トニ筆者 ハ南 原郡 山内而 、實相 寺有林 ノて うせ ん まつ 、あか まつ ノ混 渚林調 査

ニ着(ノゲ)手シテ、 ソノ森林構 成欣態 ヲ鮮 明 ニ シ、モ ツテ現在 南鮮地方 二實 施 サ レツ ・アル、`て うせ ん ま

っ ノ低 山帯植栽 二稼鮎 ヲ與ヘ ン トシタモ ノデアル。 ソ ノ調査結 果ヲ要 約 スレバ次 ノ如 クデアル。

 て うせ ん まつハ樹性 トシテ通直 ナル樹 幹 ノ他 二二 叉或 ハ ソレ以上 ノ分 岐樹 幹 ヲ形成 スル コ トガア

ル。本調 査地 二於 テモ分 岐樹幹ハ相當 ナル数 二上 リ、即チ第1調 査地30%、 第 冠調査地25%、 第 盟

調 査地30%、 第IV調 査地68%ト ナ ツテ、第IV調 査地 二於 テ頗 ル大 ナル割 合 ヲ示 シテキ ル。然 ル ニ薮

二現 ハ レタル分 岐木ハ粗放 ナル種子探集 ノタメニ、頂 芽 ガ損傷 ヲ受 ケテ分 岐 ノ原 因 トナ レルモ ノモ

存 スルヲ以 テ、本例 ヲ直チ ニて うせん まつ樹性 ノ現 ハ レ ト見 ル コ トハ安當 ナ ラザ ル貼 ガアル。然 ル

昌斯 ノ如 キ分 岐木 卜錐 モ甚 シキ殿損 ヲ受 ケ タルモ ノノ外ハ 用材 トシテ利 用 シ得 ラレルモ ノガ多 イ ノ

デ アル。

 次 二各調 査地 ノて うせん まっ 、あか まつ ノ爾樹 種二就 テ、径級 別本 激配 分 ノ歌態 ヲ見 ル ニ、第1

調 査 地 二於 テハ、副木 二於 テあか まつ 多 ク、小 径木、 中径木 ハて うせ んまつ ノ割合犬 トナ リ、第 皿

調査地 ニア ツテハ副木 、小径木 、 中径木ハ何 レモて うせん まつ ノ混清 歩合多 ク、各脛級 共 二て うせ

んまつ ノ優勢 ナル コ トヲ示 シテヰ ル。第 ■調 査地 二於 テハ副木 、 中径木ハ夫 々あか まつ ノ割合大 ト

ナツテ、小径 木 ノミて うせ ん まつ ノ本 数多数 ヲ占 メ、第IV調 査 地 二於 テハ副木 、小径 木 、中裡木何

レノ径級 モあか まつ ノ割合頗 ル大 トナ ツテ、 あか まつ ノ優勢 ナル林分 デアル。

 各 調 査地 二於 テ選定 シタ標 準木 ノ樹幹析解 ニヨツテ、次 ノ如 キ結果 ヲ得 タ ノデアル。樹高生長ハ

各調査地 共 二 総生長 曲線 二於 テハ 、て うせ ん まつ、あか まつ 略 ミ同様 ノ結果 ヲ示 シ、横軸 ト50-60°

ノ角度 ヲナ シ、て うせ ん まつハ60年 生 ニシテ約10mノ 樹 高 二達 シ、あかまつハ ソレヨ リ僅 カニ凌駕

スル程 度 ノモ ノデ アル。連 年生長 二就 テハ20-45年 間 二於 テハ あか まつハ て うせ んまつ ヲ凌駕 シ、

コv=反 シテ5-20午 及 ビ45年 以上 二於 テハ 、て うせ ん まつ ノ生長 量大 トナ ツテヰ ル。直径生長 二

就 テハ、総生長曲線 ヨ リ見 ル ニ第1及 ビ第W調 査地 二於 テハ 、あか まつハ て うせん まっ ヨ リモ劣 リ

第 皿及第 置調査地 二於 テハ 、あカ≦まっ ガ却 ツテ優秀 ナル結 果 ヲ示 シテヰ ル。連年生長 二於 テモ第1

第IV調 査地 ハて うせん まつガ優 レ、第 皿、第 屡調 査地 二於 テハ、て うせ ん まっ ガ劣 ルモ 、第 皿調 査

地 二於テへ4聯 以後 ニテて うせ ん 棄っ ノ生長 量ガ増大 シテヰ・レ。斯 ノ如 クで うせ んまつ ノ樹 高 及
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ビ直径生長 二關 シテハ 個所 ニョツテ 異ナルモ、同 ジ立地二存スル あかまつ ヲ凌駕 スル 場合ガ見 ラ

レ'ノ レo

 材積生長量ハ第1、 第W調 査地二於テハ、て うせんまつハあかまつヲ遙 カニ凌駕 シテ、頗 ル良好

ナル結果ヲ示 シテヰル、第 皿調査地 二於 テハあかまつハ20年 生 ノ頃 ヨリ急激 二生長量 ヲ増 シ、て うせ

んまつハ梢遅 レテ23年 生 ノ頃 ヨリ漸次増加シテ、38年 以後 二於テ始 メテ急激 二増大 シテヰル。第 璽

調査地 二於テハあかまつハ32年 以後 二於テ生長量 ヲ急増スルモ、てうせんまつハ36年 以後 二於テ徐

々二増加シ、あかまつ 二比 スレバ頗ル低調デアル。帥チ第1調 査地 二於テハあかまつ ノ生長量ハて

うせんまつヲ遙 二凌駕シテヰル。

 斯 ノ如 ク過去60年 間殆 ンド天,.ノ 儘放置セラレタル森林 ノ調査 ニョツテ得 タル結果ハ、轡曲セル

不良材 ヨリ成 ル、粗悪あかまつ林中二於テモ、て うせんまっハ現存 あかまつ ト同程度或ハ ソレ以上

ノ材積生長 ノ可能ナルコrヲ 示 スモノデ、更 二獲生 ノ當初 ヨリ.p理的ナル施業ヲ施 ス揚合ハ、ヨリ

良好ナル成果 ヲ得ルコトヲ示唆スルモノヂアル。現歌 ノ儘 二於テモ第1、 第 皿、第IV調 査地ハ何V

モて うせんまつ、あか まっ ノ混渚林 トシテ成立 ノ債値充分 二存 シ.m將 來天然更薪 ニヨツテて うせん

まつ ノ複暦林へ誘導 スルコトモ可能ナル歌態デアル。僅 カニ第1 査地ハ立地條件 ノ不良 ト立木度

ノ過密ナルクメ、現在 二於テハてうせんまっ二充分ナル期待ヲナシ得ザ ルモ、將來 二於テ地力 ノ同

復ヲ計 リ、合理的ナル施業ヲ施 ス揚合ハ、他例 ノ如 ク粗悪ナルあかまつ ヲ疎立セシムル ヨリハ、有

利 ナル経螢方法 タルハ論 ヲ侯 タナイ。然ルニ本例ハて うせんまっヲ林地 ノ最モ悪化セル、無地被あ

かまつ林中二直チニ植栽スルモ、充分ナル数果ヲ學参得ザルコ トヲ示 スモ ノデアル。 ソレト同時 二

上述 ノ第1、 第H、 第IV調 査地二於ケル結果ハ、現在相當ナル地床植物 ヲ有 シ、地力n復 ノ途上 ニ

ア リト認 メラレルあかまつ林中二てうせんまっヲ混植 シ、適當ナル施業法ヲ施 ス揚合ハて うせんま

つ、あかまつノ混溝林 ヲ成立セシムルコトモ、亦可能 ナルヲ示 スモ ノデアル。

 ヨツテ如上 ノ結果ハ、最近南鮮地 方二於テ試 ミラレツ・アルてうせんまっ ノ人工造林モ、低山帯

ノ上部及ビソレ以上 二於 テハ造林技術 ノ適正サエ誤 ラザ レバ、有望ナルコトヲ示唆 シ、P .ソ ノ部分

二現存スル地力回復ノ途上 ニアルあかまつ林 ノ樹種改良 ノ手段 トシテ、て うせんまつヲ混植 スルコ

トハ、用材林造成上有利ナル方法 タルコトヲ示スモ ノデアル。


